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２０１３年度 第１回役員予定者会議 議事録

◆ 日  時 ：２０１２年９月１２日（水）
１８：３０～１９：３０
◆ 場　所 ：のゝ村

1. 開  会                                                     横山専務理事予定者
1. ＪＣＩクリード唱和                                         長瀬総括幹事予定者
1. ＪＣＩミッションならびにＪＣＩビジョン唱和                 與田委員長予定者
1. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                             武田委員長予定者
1. 出席者の確認（敬称略）                                     舟山事務局長予定者
理事長予定者                井　上　周　士
直前理事長予定者            野　口　雅　弘
特別顧問予定者              荒　井　　　寛（公欠）
実行委員長予定者            齋　藤　秀　和
副理事長予定者              中　村　祥　之（遅参）
副理事長予定者              齊　藤　秀　昭
副理事長予定者              鈴　木　辰太郎
副理事長予定者              伊　藤　健　二（公欠）
監事予定者                  酒　井　貞　和（欠席）
監事予定者                  中　村　正　利
監事予定者                  矢　口　政　則
専務理事予定者              横　山　隆　太
特別委員長予定者            三　沢　慶　洋（遅参）
特別委員長予定者            佐　藤　貴　博
常任理事予定者              安　藤　太一郎（遅参）
常任理事予定者              鈴　木　　　力（欠席）
常任理事予定者              今　野　　　修（欠席）
常任理事予定者              遠　藤　智　大
本部長予定者                渡　部　明　弘
委員長予定者                佐　藤　幸　助（遅参）
委員長予定者                武　田　靖　裕
委員長予定者                長谷川　吉之介（遅参）
委員長予定者                與　田　貴　博
委員長予定者                荒　井　要　雄
総括幹事予定者              會　田　智　弘
総括幹事予定者              長　瀬　洋　一
出向理事予定者              井　上　智　博
事務局長予定者              舟　山　力　也

＜オブザーバー＞
会務セクレタリー予定者      秋　月　　　悠
会務セクレタリー予定者      千　歳　　　望
会務セクレタリー予定者      長谷川　晃　一
会務セクレタリー予定者　　　茂　木　政　樹

６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　舟山事務局長予定者
[bookmark: _GoBack]公益社団法人山形青年会議所定款第５項・第３２条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名           井上理事長予定者
議事録署名人は井上理事長予定者・中村監事予定者・矢口監事予定者の３名
議事録作成人は会務セクレタリー

８．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　横山専務理事予定者
討議事項その他を含めて２件、報告依頼事項その他を含めて４件

９．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　井上理事長予定者
みなさんこんばんは。今日も連日のＪＣ活動、本当にありがとうございます。まず、冒頭に昨日の総会でご承認頂きまして誠にありがとうございます。さて昨日のＡＳＰＡＣ開催権獲得の報告並びに御礼会、皆様はどの様にお感じになられたでしょうか。賀詞交歓会レベルもしくは周年レベルだったかなと思います。私が個人的に感じたのは山形ＪＣ５０周年のときの会と似ていると思いました。非常に短期間の準備の中で始まった会だったのですが素晴らしい会となりました。スケジュール等でご参加いただけなかったのですが、山形県知事も参加いただいていたら本当に凄い会だったと感じました。やはり山形青年会議所はＡＳＰＡＣ開催ＬＯＭとして、そして東北地区担当常任理事輩出ＬＯＭとして本当に注目されているＬＯＭとなります。そのような中で今回受けていただいた山形ＪＣの理事メンバーの皆様、ありがとうございます。ＡＳＰＡＣ開催権獲得の御礼会は私としてはプレッシャーを感じていたのですが、メンバーを見ていただいた中で理事メンバーの方々はどう感じたでしょうか。私が見ていて、メンバーの皆様が非常に能動的に活動していて、おもてなしの心でそれぞれアクティブに動いていた感がありました。何回も伝えさせていただきますが、この様なムードというのも前々年からの積み重ねと今年度の野口理事長のカラーで非常に良いムードに出来上がっていたと思いました。そして一人ひとりと話をさせていただいて２０１３年度は素晴らしいメンバーから理事を受けていただき、その中で色々なメンバーの皆様と話をしていく中でこのようなお話がありました。「次年度の山形青年会議所の活動についてどう思う」と話をしたところ、理事を受けていただいたあるメンバーの方が「あと残り数年の中でＪＣ活動から目を背けてゆっくり活動すれば青年会議所活動は長いものになるだろうし、ＪＣ活動とも向き合って仕事とも向き合って活動すれば非常に短い活動になるだろう。私は後者で充実した方を選びたい」と言ってもらいました。とても嬉しく思いここにいるメンバーの皆様も恐らく同じ様な気持ちで受けてもらっただろうと思い、非常に嬉しく思いました。それぞれの理由とモチベーションがあると思いますが、頼もしいメンバーに受けてもらったと思っています。凝縮した時間という中では１９９９年の全国会員大会山形大会の時も恐らく同じ様な意気込みと使命感に燃えていたでしょう。そして、１９９９年全国会員大会山形大会を開催するにあたっては約２５０名ものメンバーで開催致しました。現在の山形ＪＣは約半分くらいになります。しかし、目標は同じになります。そこで認識していただきたいのは各委員会の委員会任務がありながらもＡＳＰＡＣ任務が実はあります。この内容は齋藤実行委員がしっかりと陣頭指揮をとって落とし仕込んでいただくとなります。想像以上にタイトな運営になります。そういった中で皆様のお力をお借りできればと思っております。非常に険しい道となりますが、一日一日を大事にこなして行きメンバーの皆様を大きく巻き込んで２０１３年一つどうぞ宜しくお願い致します。すいません。たどたどしいあいさつになってしまし、大変申し訳ないですが、一年宜しくお願い致します。

１０．直前理事長予定者挨拶 　　　　　　　　　　　　　野口直前理事長予定者
皆様、お疲れ様です。昨日の報告会並びに御礼会、誠にありがとうございました。二ヶ月くらいであのような会を設営していただいた事に感謝を申し上げると共に皆様の力を信じて本当に良かったと思っております。２０１３年度最初に会として本当は色んな事を思いながら本日ここまで来ました。私は予定者段階が最後になります。今日から一つ一つがラストになってくるんだと思いながらも、もう一度ＪＣを堪能させていただきたいと思っております。ある先輩から「来年ラストになるＪＣ活動は一番大事だよ」と言われました。特に今年はお陰様を持ちまして理事長に輩出していただきまして、皆様から色々なものを提供していただいて活動・行動に代えさせて頂いておりますが、この後の直前理事長として何をやるべきなのか、ある先輩からアドバイスをいただきました。あえて名前は言いませんが、例会でも理事会でも常任理事会でも正副でも、色々な会で理事長挨拶とあり、今年はずっと伝える立場でした。来年はそれ以上に言葉ではなく行動で示していかないといけないと思っております。是非皆様も１日２４時間の中のいくらかの時間でも２０１３年の運動を、２０１４年のＡＳＰＡＣを頭のどこかで考えていただきたい。特に理事メンバーは。一つ苦言があります。今日４人遅参しておりますが、この場は理事長が一番初めに思いを発する場です。何故のゝ村さんで開催してこの様な場を設けるのかを今一度懇親会の場で考えていただき、特に副理事長の皆様はしっかりと自分のラインにお伝えいただいて、２０１２年と２０１３年を並行して活動していきますが、しっかりと歩みを進めていただきたいと思います。基本的な事をやれないといくら特別な事をやっても薄っぺらな事になってしまいます。私も何度も経験しました。実は２００５年か２００６年、私が初理事をやった時はこの会に出席しておりません。しかし、皆様が理事という立場で過ごすのであればその下につくメンバーの方々は背中をしっかりと見ます。今、日本ＪＣでは一切の妥協なくという厳しく自分を戒めるかのように活動しております。是非その言葉をいただいて、我が山形ＪＣの２０１３年度の活動にご尽力いただきたいと思っております。少し厳しい挨拶になりましたがまずは笑顔を絶やさずに明るくやって行きたいと思います。今日は事務局の皆様が明るい挨拶で本当にいいなと思っております。一年前にここに立ってからを振り返ると本当に時間が経つのは早いと思います。今日、井上理事長予定者の所信を読んでいただければわかりますが、時間という言葉が出てきます。時間は皆様に平等です。しかし、使い方によっては有意義な時間になるか無駄な時間になるか変わってきます。ＪＣというのは機会を与えるだけで掴み取らないと何もならないと思います。今年の新入会員の面談をさせていただいて「機会を提供はしますが活動自体は全て自分で勝ち取るものだ」と言いました。是非皆様にはそういった形で個々の活動をお願いしたいと思います。最後に、昨日香港シティーレディーと蔵王のお釜に行ってきました。リッチモンドから見る蔵王の風景というのは非常に良かったです。何故このような話をするかといいますと齋藤実行委員長をはじめとするＡＳＰＡＣのメンバーと全てのメンバーがどうやって２０１３年を過ごすのか、どうやって２０１４年ＡＳＰＡＣを開催するのか。あの蔵王の風景を見れば遠いかも知れませんが大きなビジョンが見えます。常に大きなビジョンを持って下さい。どんな大きな夢でも綺麗なものでもビジョンは日本一、アジア一、世界一、どんなものでも皆様の思い描くビジョンを持って下さい。そこにどんな手法で登り詰めて行くのか、この段階まで来ています。ビットも獲得しました。後はやるだけです。ただし、運営は皆様のしっかりとしたビジョンがなければ何も変わらないと思います。前に日本ＪＣで「変わらない為に変わる」と言っていましたが、逆に日本ＪＣ、ＪＣ運動こそが変わらなければいけないのかなと思います。この前、言葉ではなかなか伝えきれないとお伝えしましたが、２０１３年度は皆様と一緒に背中を見せて共に歩んで行きたいと思っております。どうぞ宜しくお願い致します。

(以下、『予定者』表記を割愛)
１１．議事
討―０１　２０１３年度　理事長所信（案）に関する件                     横山専務理事
荒井委員長【所信読み上げ】
長瀬総括幹事【所信読み上げ】
井上智博出向理事【所信読み上げ】
武田委員長【所信読み上げ】
與田委員長【所信読み上げ】
會田総括幹事【所信読み上げ】
遠藤常任理事【所信読み上げ】

井上理事長【コメント】
この所信は私が９年間青年会議所の活動を通して培ってきて、それを文章化した所信である。非常に無骨な部分もあるかと思うが、それぞれ私のビジョンとしてみなさまに示させていただきたいと思う。以上、ご意見のほうよろしくお願いしたい。

横山専務理事【補足】
東北は一つのくだりのなかで、八戸の全国大会のところがあるが、今後の進捗をみながら記載内容については検討していく。１２５名全員でという部分も年度末の段階で最終的な数字で記載する。

長瀬総括幹事【質問】
６７行目「今後の時代に則した継続可能で」とあるが、任務案でもこれまでの議案でも「持続可能」という表現が使われてきた。どちらかの表現に統一したほうがいいのではないのか。
１０５行目「８００名の素晴らしき先輩諸兄」というのは、これまで山形青年会議所で活動してきたメンバーの数なのか。それであれば違う資料では５００名余りのという表現がでてきた。どちらが正しいのか。
１２４行目「東北の３つの夢」というのはどこで決めたものなのか。

横山専務理事【回答】
最初の２点に関しては事務局で確認する。東北の３つの夢に関しては井上理事長より回答する。

井上理事長【回答】
東北の３つの夢に関して元々あったものであるが、今の時代を捉えて新３つの夢と言われていると先輩から聞いている。秋田ＪＣの会頭輩出、ＡＳＰＡＣ山形大会、八戸全国大会を３つの夢と捉えているのだが「新３つの夢」と表記すると注釈が必要になることもあり「３つの夢」と書いている。この表現はまだ浸透しているとは言い難いが、ここに記載することで東北の一体感を出していきたいと考えている。

武田委員長【質問・意見】
１２０行目「東北の再生」ではなく「東北の再建」ではないのか。

横山専務理事【回答】
訂正が抜けていた。「東北の再建」に訂正する。

遠藤常任理事【意見】　
「頂く・頂いた・頂きながら」の表記に関して、漢字とひらがなが混在しているので統一した方が良いのではないか。

井上理事長【回答】
正式な表記では、係る言葉が動詞か名詞かで漢字・ひらがなが違ってくる。しかし、統一した方が見やすいため精査して統一を図ろうと思う。

渡部本部長【意見】　
１８行目、２２行目「青年会議所運動」という表記は第３者に伝えているようなニュアンスを感じる。「青年会議所活動」の方が良いのではないか。９８行目、９９行目「青年会議所の素晴らしさは人と人との出会いによるかかわり合いの機会が無限にある」という表記に関して、素晴らしさを強調するため、「人と人との出会いによるかかわり合いの機会が無限にある」という部分を括弧書きで括ってはどうだろうか。同じく１５１行目、「挨拶はしっかりと行い、ありがとうという感謝の気持ちを伝え」の表記に関して、「ありがとう」の部分を括弧書きで強調してはどうだろうか。

横山専務理事【回答】
括弧書きを付ける部分に関しては、事務局で検討する。運動と活動の表記に関しては、理事長より補足回答をして頂く。

井上理事長【補足回答】
「運動」と「活動」に関しては、指摘を受けて訂正した部分である。「運動」は青年会議所にて行う全体的な行動、大局を指しており、「活動」は個々の会議など１つ１つ区切られた行動を指すものであるという指摘のもと訂正した部分であるのでそのように解釈をお願いしたい。また、意見を頂いた強調表記に関しては、私も特に伝えていきたい部分なので協議のうえ検討していく。

佐藤貴博議長【意見】
９０行目「問題を提起し世界的平和に向けた一歩を踏み出す力を身につけられる」の表記に関して、「世界的平和」と「世界平和」のどちらが良いのか検討してはどうだろうか。
１１５行目「がれきの処理問題や観光客減少の停滞」の表記に関して、「の停滞」を削除してはどうだろうか。

横山専務理事【回答】
事務局にて検討させて頂く。

井上理事長【補足】
観光客が減少し、そのまま状況が停滞しているということを表現したものである。表記に関しては精査し検討する。

與田委員長【質問】
１５０行目「理想は明るく豊かな社会」の表記に関して、綱領では「明るい豊かな社会」とあるが敢えて「明るく」とした理由を教えて頂きたい。

横山専務理事【回答】
表記を「明るい豊かな社会」に訂正する。

討―０２　その他
削除

１１．報告・依頼事項                                          舟山事務局長
報―０１　諸会議運営について　
２０１２年度からの変更点なし、協議２回、審議１回、議案上程については例年同様７・５・３システム、予定者段階では５・３・１システム

報―０２　委員会配属会議について
２０１２年９月２０日木曜日１７：００～　場所：㈱丸勘山形青果市場　２階　会議室

報―０３　今後のスケジュール確認
事務局より都度メールで配信

報―０４　その他
削除


１２．次回開催                                               横山専務理事
[２０１３年度第２回役員予定者会議]
２０１２年１０月３日水曜日１９：００～　　場所：㈱丸勘山形青果市場

１３．監事講評
中村監事
２０１３年度第１回予定者会議開催ということで、井上理事長おめでとうございます。また、昨日の総会で晴れて認証されました理事候補の皆様２０１３年度監事を務めさせていただきます中村でございます。改めてよろしくお願い致します。今ほどの理事長の所信ですが、常任員以上の方はご覧になっているかと思いますが、各委員長がこちらの方を拝見されたのは初めてかと思います。次回からの予定者会議から始まって参ります各委員会の事業をするにあたりキーワードが理事長の所信の中に含まれております。改めて私も所信を拝見させていただきまして、特に気になったのは時間の使い方と最後のところに記載の「明るい豊かな社会の実現」、「ありがとう」と感謝の気持ちを伝えること、欠点を伝えるのではなく、皆で長所を伸ばし人の良い所を伸ばしていく、ということが理事長の所信として書かれております。２０１３年度は非常にタイトな時間の使い方をされて、メンバーがかなり頑張って行かなければならない年になるのはこちらの皆様は良くお分かりだと思います。そういった中ですが、皆さん手を取り合って人の良いところを伸ばしあってそして１３年度を盛り上げて１４年への夢へといける年になっていただければと思います。引き続き懇親会ということですので、その時にまた皆様といろいろお話をさせていただきながら１３年度の夢などを語っていければなと思っております。以上私からの監事講評とさせていただきます。

矢口監事
２０１３年度監事を務めさせていただきます矢口でございます。改めましてよろしくお願い致します。今ほど中村監事からありました通り、来年度は３監事で行かせていただく形でお願い致します。沈着冷静な酒井監事、緻密な中村監事、そして体育会系の私ということで良いバランスの人事をしていただいたなと思っております。改めてよろしくお願い致します。昨日の報告会ですが、私なりに感じさせていただきまして、私共が思っている以上に周りの期待が大きいということを改めて感じました。先程の会議の席でも新理事の方々から活発なご意見が飛び交っていましたけども、そのスタートとしては本当にいきを感じていただきながら今の段階では予定者ではございますが、２０１３年度に向けていいスタートがきれているなと感じております。私から２点お願いがあります。１つ、出欠確認での会務の挨拶がはっきりと大きな声でなされていました。理事長所信にもありましたが、明るく元気に笑顔で挨拶をしましょうというフレーズが書いていますが、意外と当たり前のことを当たり前にできないことが多い。よく会社でも言われていると思うが、そういうことを当たり前にできる団体であって頂きたい。挨拶、身だしなみ、礼儀作法というのは社会人としての基本ですし、初めて会った人には３秒で印象が決まるとよく言われております。こういった事が当たり前にできる団体になっていただきたいと思います。２０１３年度はＬＯＭの通常委員会、ＣＯＣ、そして地区と大変忙しい年になるかと思います。忙しい、忙しいというと言葉通り心を亡くすという形になると思いますので、「充実している」という言葉を使っていただきたい。我われ理事が襟を正して率先垂範でやることがメンバーにとって付いてくる一つの目標となってくると思いますので、何卒そのあたりをお願いして監事講評とさせていただきます。ありがとうございました。
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